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ごあいさつ

＜支部役員一同＞＜支部役員一同＞＜支部役員一同＞

　新潟西支部支部長をさせていただいております、磯部紀子です。

(新潟県厚生農業協働組合連合会　新潟医療センター所属)

　新潟西支部の会員の皆様には、日頃より当支部の事業活動にご理解

とご協力をいただき誠にありがとうございます。感謝申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染症という今までに経験したことの

ない感染症対応に追われた年でした。医療現場では、自らの感染リスク

と隣り合わせで不安がありながら、専門職業人として地域社会の人々を

支えご尽力されたことと思います。支部活動においても、支部集会の

開催が中止となり役員会での代替え報告となり、今年度予定していた

研修会等の実施は見送りといった例に見ない年となりました。コロナ禍

でできることを考え、会員施設での新型コロナウイルス感染症対応に

ついて、アンケートといった形で共有する活動を行いました。

　2021年度も会員の皆様に社会や医療界の状況を知っていただき、

会員の方々がよりよい環境で仕事ができるよう活動をすすめていきたい

と考えております。地域包括ケアシステムの構築の推進をはじめ、地域

社会において連携体制がますます重要となってきております。会員の

皆様に変化する社会ニーズに対応できる、役に立つ研修会開催等提供

できるよう活動を進めていきたいと思います。

　今後も看護師・保健師・助産師の3職能で連携を図りながら、会員

の皆さま及び地域の皆さまに対し、より良い情報等が提供できるよう、

活動していきたいと思います。

　これからも新潟西支部活動へのご支援ご協力の程、宜しくお願いいた

します。
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助産師職能研修会報告

活 動 紹 介活 動 紹 介活 動 紹 介

　看護協会西支部では今年度も「看護協会会員増加プロジェクトチーム」を組み

活動を行っています。

　今年度も昨年同様、看護協会東・西支部合同研修時にポスターを掲示し、看護協会

のメリット等の紹介する予定としておりましたが、新型コロナウイルスの影響により

中止となってしまいました。その為、今年度は各病院・施設にポスター・パンフレット

の配布、看護学校訪問を行う予定です。

　そして今後も看護協会に加入して頂けるような取り組みを検討していきたいと

考えております。

　今年度の助産師職能研修会は新型コロナウイルス感染症の影響で中止となり

ました。

　次年度は東西支部合同、オンラインでの新たな形の研修会の開催を検討中です。

　詳細が決まり次第各施設にお知らせいたしますので、ぜひご参加ください。

新潟看護医療専門学校　小栗 妙子

五泉中央病院　　　　　加藤 ゆかり

新潟白根総合病院　　　渡邉 恵美子

津端 由香

済生会新潟病院



新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に
関するアンケート調査について

　今年度、西支部では新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関する

アンケート調査を実施しました。

　このアンケート調査は、新型コロナウイルス感染症の感染予防策について、

「具体的にどうしたら良いかわからない」、「対策を相談できるスタッフがいな

い」等の看護職の声から、新型コロナウイルス感染症における各施設の取り

組みや工夫、困っていることなどを把握し情報提供を行うことを目的に取り組

みました。

　アンケートは西支部内の施設・訪問看護ステーション・診療所・社協の

37施設に送付しました。病院・区役所・看護専門学校等は役員からアンケート

調査を行いました。各施設での感染予防対策についてや、新型コロナウイルス

対応で困っていること等を調査しました。

　次頁に、一部を抜粋して紹介しますので、今後の感染対策に役立てていた

だけたらと思います。

　アンケートを回答いただいた施設につきましてはアンケート結果を送付

いたしました。

　ご協力いただきました、施設の皆様におかれましては、大変ありがとう

ございました。



感染管理を専門と

する看護師に聞い

てみたいことは

ありますか？

３施設の感染認定看護師などからの
回答

フェイスシールドや手袋、ガ

ウンなど物品に限りがある。

充分いきわたらない状態で手

洗い・うがい・着替えなどで

工夫しているが他に方法はあ

るか

通常の PCR/ 抗原検査に加え

lump 法や ID ナウ等様々な

検査方法が出てきていますが

各検査の信頼性妥当性や今後

のワクチンや治療へ向けての

方向性、信頼性、妥当性が知

りたい

・検査については検査技師にご確認ください。
  ワクチンについては厚生労働省のHPをご参照ください。
・感度、特異度では　　PCR≧luｍp法＞抗原検査
  PCR＝リアルタイム PCR、1 時間の迅速検査、15 分の迅
速検査
  検査の信頼度は検体採取手技や採取時の状況（鼻かんだ前
と後など）で左右されやすいので各施設で基準を設けた採
取が良いと思われます。

感染の有無に関わらず日常的

に患者に接するので無症状患

者と接した時に標準予防策で

どの程度効果があるか

・新型コロナウイルス感染症の予防対策は、これまでの標準
予防策だけでは十分ではありません。感染者は発症前から
ウイルス排出量が多いことが分かっているため、施設内で
は常にマスクを着用する必要があります。患者さんのマス
ク着用ができない場面では、対応する職員はマスクに加え
ゴーグルやフェイスシールド等を着用し、目からの曝露を
防ぐ必要があります。

・とても大きな効果があります。感染力は発症の２日前から
あるため日ごろの手洗いマスクなどの標準予防策が重要で
す。

・標準予防策が適切に実施できていれば良い。

ＡＱ

・防護具については、以下の考え方に基づき、可能な限り効
率的に使用します。
　・使用機会に優先順位を設ける
　・ゴーグルやフェイスシールドは、複数の患者を診察・
　　検査する場合において同一のものを継続して使用する
　・代用品を用いる
　・目に見えて汚れたり破損した時には廃棄する

 

・大きめのごみ袋の首・腕部分を切りぬくとチョッキ型の
エプロンを作成できます。
  クリアファイルを用いてフェイスシールドを作成できます。
  手袋・医療材料が不足しているとき、食品関連からの入手
を検討。

新型コロナウイルス感染症　診療の手引き　第４版　P46

アンケート結果（一部抜粋）



施設紹介

保健師　小栗 妙子　

　コロナ禍の学校生活は、密を避ける行動や使用場所の工夫といった感染対策を講じ

ることが日常となりました。特に臨地実習が大幅に制限される中、多くの領域別実習

は学内シミュレーション実習に切り替えました。実習室はナースステーションと病室、

校長室は看護部長室、保健室は診察室と、学校を病院と見立て臨地実習に近い環境づ

くりを行いました。実際の臨地実習のような看護実践の機会は減少しましたが、地域

の方が患者役を演じた実習、上級生が患者役を行った実習、その他教員が何役もの患

者を演じるといった実習等、リアルな場面を想定し看護を展開しました。この試練を

乗り越えた卒業生が看護師として羽ばたき、シームレスな関係で現任教育に繋げられ

るよう今後も努力して参りたいと思います。

新潟看護医療専門学校

2 0 2 1 年度新潟県看護協会新潟西支部

通常集会および講演会案内
●日時　2021年６月22日(火) 13時15分～16時

●場所　新潟ユニゾンプラザ

●議事　日本看護協会総会報告

　　　　令和２年度役員会報告

　　　　委員会報告

●議案　令和３年度事業計画(案)について

　　　　令和３年度収支決算報告(案)について

　　　　2021年度事業計画(案)について

　　　　2021年度事業予算(案)について

●講演会

講師　佐藤 和美 先生

テーマ　災害時の備え その時あなたはどう動きますか?

　　　  ～震災体験看護師が語る、防災、減災への教訓～

老 年 学 内 実 習



〈新潟県看護協会新潟西支部〉令和３年3月11日現在

● 会員施設総数　71施設

● 会員総数　 2438名（会員数 2298名　個人会員 140名）


